
【4145】 外国語科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

時事英語Ⅰ 演習 杉本久美子 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験 70 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解
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文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然
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ケ
｜
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ョ
ン
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ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
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テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物

授業内活動 30 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ○ ○
期末試験は採点後返却し、解答の
説明を行う。授業内活動と提出物
についてはその都度内容確認と所
見を伝える。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 時事問題に関してメディア英語を通して理解を深める。

≪汎用的技能≫ 時事英語の特性およびICTの活用による情報獲得能力を身につける。

≪態度・志向性≫ 生涯にわたって英語を学ぶ姿勢と方法を習得する。 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要 様々なメディアを通して発信される世界中のニュースに英語で触れることによって、世界の現状を知る。社会・文化・教育・科学・環境問
題など多様な英語に接し、Reading, Listening, Speaking, Writingといった英語運用能力を多角的に培えるようにする。 授業内での書き取り、英文和訳等

授業の
到達目標

時事英語の特性を理解し、ニュース英語の基礎的知識を習得する。媒体によって異なる英語の特性を把握し、ニュース内容を把握する基礎的能力を身につける。

単位認定の要件 期末試験（70％）授業内活動（30％）の合計が60点以上で単位認定とする。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
授業概要説明（使用テキスト、授業展開方法、成績評価方法について）Unit 1 導入
予習：(30分)　授業初回分は使用テキストの内容確認　
復習：(30分)　本時の学習内容の復習と定着を図る。　

2
Unit1: Hitmaker ① ※①②は語彙／視聴／書き取り等。③は本文内容確認問題含む。以下各回同様。
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の定着を図る。

3
Unit1: Hitmaker ②
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

4
Unit1:Hitmaker ③
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

5
Unit2:Budget Train Gives Rich Rewards ①
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

6
Unit2: Budget Train Gives Rich Rewards ②  
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

7
Unit2: Budget Train Gives Rich Rewards ③ 
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

8
Unit3: Lifesaver forType 1 Diabetes Patients ①
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

9
Unit3: Lifesaver forType 1 Diabetes Patients ②
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

10
Unit3: Lifesaver forType 1 Diabetes Patients ③
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

11
Unit4: Think Globally, Graze Locally ①
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

12
Unit4: Think Globally, Graze Locally ②
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

13
Unit4:Think Globally, Graze Locally ③
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

14
Unit 5: Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ① ②
予習：(30分)本時の学習内容の確認。

復習：(30分)本時の学習内容の定着を図る。

15
Unit 5: Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ③　前期授業総括
予習：(30分)本時の学習内容の確認。
復習：(30分)前期学習内容の振り返りと定着を図る。

教科書･教材 『NHK NEWSLINE SPECIAL EDITION』山崎達郎・Stella M. Yamazaki 編著  KINSEIDO￥2800＋税

参考書･
参考文献等

特になし。

履修上の
注意等

時事英語は難しいですが、授業内活動に関しては受け身にならず、積極的に取り組むこと。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4146】 外国語科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

時事英語Ⅱ 演習 杉本久美子 3年 後期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験 70 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート
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｜
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任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物

授業内活動 30 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ○ ○
期末試験は採点後返却し、解答の
説明を行う。授業内活動と提出物
についてはその都度内容確認と所
見を伝える。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 時事問題に関してメディア英語を通して理解を深める。

≪汎用的技能≫ 時事英語の特性およびICTの活用による情報獲得能力を身につける。

≪態度・志向性≫ 生涯にわたって英語を学ぶ姿勢と方法を習得する。 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要 様々なメディアを通して発信される世界中のニュースに英語で触れることによって、世界の現状を知る。社会・文化・教育・科学・環境問
題など多様な英語に接し、Reading, Listening, Speaking, Writingといった英語運用能力を多角的に培えるようにする。 授業内での英文書き取り、和訳等

授業の
到達目標

時事英語の特性を理解し、ニュース英語の基礎的知識を習得する。媒体によって異なる英語の特性を把握し、ニュース内容を把握する基礎的能力を身につける。

単位認定の要件 期末試験（70％）授業内活動（30％）の合計が60点以上で単位認定とする。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
授業概要説明（使用テキスト、授業展開方法、成績評価方法について） 前期学習内容の確認　Unit 6 導入
予習：(30分) 前期の学習内容を再度確認。
復習：(30分) 本時の学習内容を復習する。　

2
Unit 6: Advocate for Abduction Issue Remembered ① ※①②語彙/視聴/書取り/内容把握等　③本文内容確認問題含む。
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

3
Unit 6: Advocate for Abduction Issue Remembered  ②  　※授業内活動として英文和訳を含む。以下同様。

予習：(30分) 本時の学習内容の確認。

復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

4
Unit 6: Advocate for Abduction Issue Remembered  ③ 
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。

復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

5
Unit 7: Hiroshima Hibakusha Determined to Share Story ①
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。

復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

6
Unit 7: Hiroshima Hibakusha Determined to Share Story ②
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

7
Unit 7: Hiroshima Hibakusha Determined to Share Story ③
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

8
Unit 8: A New View of Hokusai ①
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

9
Unit 8: A New View of Hokusai ②
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

10
Unit 8: A New View of Hokusai ③
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

11
Unit 9: Space Development Board Game ①
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

12
Unit 9: Space Development Board Game ②
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

13
Unit 9: Space Development Board Game  ③
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

14
Unit 10: In Memory of Monty ① ②
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 本時の学習内容の復習と定着を図る。

15
Unit 10: In Memory of Monty ③　後期授業総括
予習：(30分) 本時の学習内容の確認。
復習：(30分) 後期の学習内容の振り返りと定着を図る。

教科書･教材 『NHK NEWSLINE SPECIAL EDITION』山﨑達郎・Stella M. Yamazaki 編著 KINSEIDO ￥2800＋税

参考書･
参考文献等

特になし。

履修上の
注意等

時事英語は難しいですが、授業内活動に関しては受け身にならず、積極的に取り組むこと。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4147】 外国語科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

ドイツ語Ⅰ 演習 齋藤義彦 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験 60 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート
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の
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解
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｜
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｜
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｜
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責
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生
涯
学
習
力

授業内小テスト 無

授業内提出物 無

授業内活動 10 有

その他 30 有

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

毎回前回授業に対する理解や質問
を提出。その内容をピックアップし
て授業開始時に回答します。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 異文化の理解

≪汎用的技能≫ コミュニケーションスキル

≪態度・志向性≫ アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要 初級ドイツ語文法の理解を踏まえ、初級ドイツ語会話に相当するコミュニケーション能力の基礎の習得を目的とする。またビデオ教材の
併用によって、視聴覚的効果を利用した聞き取り、発声練習を中心にした。また言語の背景にある欧州、ドイツの歴史を適宜紹介する。

対話型コミュニケーション教員ー学
生学生ー学生

授業の
到達目標

①名詞の格変化
②規則動詞の人称変化
③不規則動詞の人称変化
④自己紹介
⑤買い物の表現
⑥話法の助動詞を用いた表現、以上の基礎を理解し、応用する力をつける。

単位認定の要件 授業到達目標の理解が６０％以上で合格。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1 Lektion 0「あかザたなはまやらヴァん」、ドイツ語の読み方
　予習復習については履修上の注意を参照。以下同じ。

2
Lektion 1 "こんにちは、ミュンヒェン"、人称代名詞と動詞の現在人称変化、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

3
Lektion 1 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

4
Lektion 2 "クラウディア、町へ行く"、定冠詞・不定冠詞・所有冠詞、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

5
Lektion 2 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

6
Lektion 3 "住居共同体"、不規則動詞の現在人称変化、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

7
Lektion 3 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

8
Lektion 1～Lektion 3までの復習、別冊問題集
　予習：(分)
　復習：(分) 

9
Lektion 4 "ザルツブルクへの旅"、指示代名詞、分離動詞の現在人称変化、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

10
Lektion 4 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

11
Lektion 5 "ミヒャエルの一日"、前置詞の格支配、人称代名詞、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

12
Lektion 5 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

13
Lektion 6 "オリンピアパークにて"、話法の助動詞、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

14
Lektion 6 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

15
Lektion4～Lektion 6までの復習、別冊問題集
　予習：(分)
　復習：(分) 

教科書･教材 教科書：関口一郎著『ハロー･ミュンヒェン・ノイ』（白水社）

参考書･
参考文献等

特になし

履修上の
注意等

予習・復習時には必ず音読すること。授業中には、常に声を出すことが要求される。レポートの様式は、縦A４版横書きでお願いします。予習：(30分)授業内容について事前に学習す
る。内容はその前の回に伝える。復習：(15分)授業内容について振り返りを行う。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4148】 外国語科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

ドイツ語Ⅱ 演習 齋藤義彦 3年 後期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験 60 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》
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授業内小テスト 無

授業内提出物 無

授業内活動 10 有

その他 30 有

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

毎回前回授業に対する理解や質問
を提出。その内容をピックアップし
て授業開始時に回答します。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 異文化の理解

≪汎用的技能≫ コミュニケーションスキル

≪態度・志向性≫ アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要
前期で学習したドイツ語に加えて、後期も初級ドイツ語の文法の理解と初級ドイツ語会話に相当するコミュニケーション能力の基礎の習
得を目的とする。またビデオ教材の併用によって、視聴覚的効果を利用した聞き取り、発声練習を中心にした。また言語の背景にある欧
州、ドイツの歴史を適宜紹介する。

対話型コミュニケーション教師ー学
生学生ー学生

授業の
到達目標

①形容詞の格変化
②３基本形
③動詞の過去人称変化
④現在完了形
⑤町などの説明力
⑥週末の過ごし方の表現、以上の基礎を理解し、応用する力をつける。

単位認定の要件 授業到達目標の理解が６０％以上で合格。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1 Lektion 7 "買物"、形容詞の格変化、形容詞の比較変化、音読練習
　予習復習については履修上の注意を参照。以下同じ。

2
Lektion 7 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

3
Lektion 8 "週末には"、動詞の三基本形、過去と現在完了、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

4
Lektion 8 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

5
Lektion 7～Lektion 8までの復習、別冊問題集
　予習：(分)
　復習：(分) 

6
Lektion 9 "ベルリーンについて"、文語の過去、受動文、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

7
Lektion 9 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

8
Lektion 10 "ドイツ博物館"、再帰代名詞と再帰動詞、zu不定詞句、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

9
Lektion 10 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

10
Lektion 9～Lektion 10までの復習、別冊問題集
　予習：(分)
　復習：(分) 

11
Lektion 11 "ルートヴィヒ２世"、関係代名詞、不定関係代名詞、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

12
Lektion 11 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

13
Lektion 12 "さようなら！"、接続法第１式、接続法第2式、音読練習
　予習：(分)
　復習：(分) 

14
Lektion 12 本文解説、口頭練習(roleplaying)、練習問題
　予習：(分)
　復習：(分) 

15
Lektion 10～Lektion 12までの復習、別冊問題集
　予習：(分)
　復習：(分) 

教科書･教材 教科書：関口一郎著『ハロー･ミュンヒェン・ノイ』（白水社）

参考書･
参考文献等

特になし

履修上の
注意等

予習・復習時には必ず音読すること。授業中には、常に声を出すことが要求される。レポートの様式は、縦A４版横書きでお願いします。予習：(30分)授業内容について事前に学習す
る。内容はその前の回に伝える。復習：(15分)授業内容について振り返りを行う。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4149】 外国語科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

フランス語Ⅰ 演習 工藤貴子 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験 80 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》
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授業内小テスト 10 有

授業内提出物

授業内活動 10 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

期末試験答案は模範解答と共に返
却、小テストや提出課題は次回授
業で返却し、解答の解説を行う

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ フランス語のしくみと文化の理解

≪汎用的技能≫ フランス語を介した情報交換と論理的思考

≪態度・志向性≫ ペア・グループワークを通した他者や多文化への関心 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要
コミュニケーションに役立つ表現の習得を学習の中心に据え、それを正しく運用するための基礎的な文法を同時に解説します。また、語
学学習は異文化や他者へと開く窓でもあります。フランスの情報や文化を適宜紹介することで、自分自身や自国の文化を見直したり、今
まで持っていたフランスのイメージを更新することも目指します。

グループワーク、発見学習、グルー
プディスカッション

授業の
到達目標

「自己紹介をする」「他者にプロフィールを聞く」「家族構成を説明する」などのテーマを通して、フランス語の基礎的文法と会話表現が身につくようになります。また、映像や写真、
データを通して、フランス事情、とりわけ地方ごと、年中行事ごとに楽しまれる伝統料理やスイーツの紹介、子供の食育など、フランスの食文化についても理解を深めます。

単位認定の要件 授業内での活動評価点、適宜行う小テストの平均点、期末試験の合計が60点以上であること

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
名前を言う、日常よく使われる短い表現を学ぶ／アルファベ
　予習：(10分)テキスト14ページ「アルファベ」をテキスト音声サイトで聴く
　復習：(35分) アルファベを言えるようになる

2
他者の名前とスペルを言う／アルファベの定着
　予習：(15分)テキスト17ページexercices 1,2を使い、アルファベの定着
　復習：(30分) アルファベの音読と名前を聞く・言う表現定着

3
国籍を言う／国籍の女性形の作り方
　予習：(15分)第1課 vocabulaire 国籍の単語をテキスト音声サイトで聴く
　復習：(30分) 国籍の女性形作り方定着

4
主語人称代名詞、動詞 être 活用練習と応用表現
　予習：(15分)第1課ディアローグ暗唱
　復習：(30分) 活用問題演習

5
職業を言う／動詞 être復習、職業の女性形の作り方
　予習：(30分)第2課ディアローグ暗唱／動詞être活用小テスト準備
　復習：(15分) 職業の女性形作り方定着

6
話せる言語を言う／第一群規則動詞活用練習
　予習：(15分)第3課vocabulaire言語名の単語をテキスト音声サイトで聴く
　復習：(30分) 第一群規則動詞活用表の記入

7
住んでいるところを言う／第一群規則動詞(発音中心に練習)
　予習：(15分)第3課ディアローグ暗唱
　復習：(30分) 第一群規則動詞音読と活用問題演習

8
家族構成を言う／動詞 avoir 活用
　予習：(30分)第4課ディアローグ内容理解、第一群規則動詞小テスト準備
　復習：(15分) 兄弟構成説明の作文

9
家族構成を言う／不定冠詞と名詞の性
　予習：(15分)第4課ディアローグ音読
　復習：(30分) 不定冠詞問題演習

10
年齢を言う／動詞avoir復習
　予習：(20分)数字1-39
　復習：(25分) avoir 活用練習問題

11
否定文の作り方
　予習：(15分)avoir 小テスト準備
　復習：(30分) 否定文問題演習

12
家族を紹介する／所有形容詞「私の」
　予習：(15分)第4課vocabulaire家族の単語をテキスト音声サイトで聴く
　復習：(30分) 自分の家族構成を紹介する練習

13
家族を紹介する／所有形容詞「君の」「彼／彼女の」
　予習：(15分)第4課vocabulaire家族の単語をテキスト音声サイトで聴く
　復習：(30分) 友達の家族を紹介する練習

14
家族を紹介する／所有形容詞(例外的用法)
　予習：(15分)第12,13回の内容復習
　復習：(30分) 所有形容詞問題演習

15
フランス語で自己紹介する
　予習：(20分)第1～4課ディアローグ音読
　復習：(25分) 自己紹介文暗唱

教科書･教材 安積みづのほか著, Ça va ? À haute voix !『サヴァ？大きな声で』(三修社)

参考書･
参考文献等

食関連: 池上俊一『お菓子でたどるフランス史』(岩波ジュニア新書)、パトリス・ジュリネ『美食の歴史2000年』(原書房)、磯野真穂『ダイエット幻想』(ちくまプリマー新書)、仏語関連：清
岡智比古『ハートにビビッとフランス語』(NHK出版)、『フランス語をひとつひとつわかりやすく』(学研教育出版)

履修上の
注意等

①授業理解の補足になるよう、プリントも適宜配布しますのでその整理を怠らないようにしましょう。②教室に「いる」だけでは参加したことになりません。皆さんとの対話を重視しなが
ら授業を進めますので、疑問や意見があれば遠慮なく問題提起してくれることを歓迎します。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4150】 外国語科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

フランス語Ⅱ 演習 工藤貴子 3年 後期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験 80 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》
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力

授業内小テスト 10 有

授業内提出物

授業内活動 10 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

期末試験答案は模範解答と共に返
却、小テストや提出課題は次回授
業で返却し、解答の解説を行う

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ フランス語のしくみと文化の理解

≪汎用的技能≫ フランス語を介した情報交換と論理的思考

≪態度・志向性≫ ペア・グループワークを通した他者や多文化への関心 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要
コミュニケーションに役立つ表現を学習の中心に据え、それを正しく運用するための基礎的な文法が身につくように説明します。また、語
学学習は異文化や他者へと開く窓でもあります。フランスの情報や文化紹介が豊富なテキストを用いて、自分自身や自国の文化を見直
したり、今まで持っていたフランスのイメージを更新することも目指します。

グループワーク、発見学習、グルー
プディスカッション

授業の
到達目標

「道順を説明する」「時刻を尋ねる」「行きたいところを言う」など日常のありふれた場面で遭遇しそうな身近なテーマを通して、フランス語の基礎的文法と会話表現が身につくようにな
ります。また、また、映像や写真、データを通して、フランス事情、とりわけ地方ごと、年中行事ごとに楽しまれる伝統的料理やスイーツの紹介、子供の食育など、フランスの食文化に
ついても理解が深まります。

単位認定の要件 授業内での活動評価点、適宜行う小テスト、期末試験の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
前期内容の復習、他者の外見や性格を知る／形容詞の性の一致、付加形容詞の位置(原則)
　予習：(30分)前期内容(とくに動詞活用)の復習
　復習：(15分) 形容詞の女性形の作り方の定着

2
自分の外見・性格を説明する／形容詞の性数の一致、付加形容詞の位置(例外)
　予習：(25分)自分の外見、性格の紹介文の下書き(日本語で)
　復習：(20分) 形容詞の問題演習

3
付加形容詞まとめ、時間の言い方
　予習：(15分)数字1-59
　復習：(30分) 時間の言い方音読(テキスト37ページ)

4
時間の言い方／数字を使わない「～分」の言い方
　予習：(15分)テキスト37ページvocabulaireを聴き、発音練習
　復習：(30分) テキスト38ページexercices

5
疑問形容詞、好きなものを言う
　予習：(15分)テキスト39ページvocabulaireを聴き、発音練習
　復習：(30分) テキスト39ページdialogue音読

6
好きなものを言う、定冠詞
　予習：(15分)テキスト39ページdialogue音読
　復習：(30分) 練習問題を再度解き、不定冠詞と定冠詞の違いを確認する

7
部分冠詞、動詞« vouloir »活用
　予習：(10分)第8課ディアローグ内容理解
　復習：(35分) 部分冠詞の使い方の理解、« vouloir »活用練習

8
部分冠詞と不定冠詞の違い、動詞« prendre »活用
　予習：(20分)« vouloir »活用小テスト準備
　復習：(25分) 不定冠詞と部分冠詞問題演習

9
料理のレシピを読む／命令形
　予習：(20分)« prendre »活用小テスト準備
　復習：(25分) 命令形問題演習

10
行きたいところを言う／動詞 aller 活用、定冠詞(復習)、前置詞 à と定冠詞の縮約(口頭練習)
　予習：(15分)第7課ディアローグ内容理解
　復習：(30分) 動詞aller 活用練習

11
行きたいところを言う／前置詞 à と定冠詞の縮約(問題演習)、動詞 venir 活用
　予習：(20分)第6課ディアローグ音読、aller 活用小テスト準備
　復習：(25分) 前置詞 à と定冠詞の縮約練習問題を再度解く

12
道を尋ねる、教える
　予習：(20分)テキスト51ページdialogue内容理解
　復習：(25分) 道の教え方の表現定着

13
道を尋ねる、教える
　予習：(20分)テキスト51ページdialogue音読と暗唱
　復習：(25分) テキスト51ページexercices再度解く

14
位置を説明する
　予習：(15分)テキスト61ページvocabulaire聞く
　復習：(30分) 位置を説明する前置詞の定着

15
天候を尋ねる、言う
　予習：(15分)テキスト67ページvocabulaire聞く
　復習：(30分) 天候の言い方定着)

教科書･教材 安積みづのほか著, Ça va ? À haute voix !『サヴァ？大きな声で』(三修社)

参考書･
参考文献等

食関連: 池上俊一『お菓子でたどるフランス史』(岩波ジュニア新書)、パトリス・ジュリネ『美食の歴史2年』(原書房)、磯野真穂『ダイエット幻想』(ちくまプリマー新書)、仏語関連：清岡智
比古『ハートにビビッとフランス語』(NHK出版)、『フランス語をひとつひとつわかりやすく』(学研教育出版)

履修上の
注意等

①授業理解の補足になるよう、プリントも適宜配布しますのでその整理を怠らないようにしましょう。②教室に「いる」だけでは参加したことになりません。皆さんとの対話を重視しなが
ら授業を進めますので、疑問や意見があれば遠慮なく問題提起してくれることを歓迎します。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4213】 専門教育科目 食生活・環境系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

産学官連携論 講義 市田淳治 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

2 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 40 有

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 60 有

授業内活動

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○

提出物（レポート）にはコメントをつ
けて返却する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 産学官連携、地域イノベーション、産業スラスター

≪汎用的技能≫ 研究計画、事業計画、コミュニケーション、プロジェクトマネジメント

≪態度・志向性≫ 地域の課題抽出、課題解決の提案 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要

グローバル経済化において、日本企業は、高度に知識集積化した高付加価値製品を発信し続ける必要がある。大学等の研究機関と民
間企業が互いの不足分を補完しながら新技術の研究開発や新事業の創出を図るため連携することを産学連携といい、これに国や地方
公共団体が加わって産学官連携という。本講義では、なぜ産学官連携を必要としているのか、産学官連携の歴史をたどりながら、現状
と課題について概説する。さらに、大学に集積されている高度な研究資産を産業界に技術移転するための方策について、事例調査結果
をもとに考え、加えてイノベ―ションを起こすためのベンチャー企業の重要性を考える。

グループ実習による産学官連携を
活用した新事業の調査とプレゼン
テーション

授業の
到達目標

「産学官連携」の基本構造を理解し、新事業創出の提案に結びつけるためために、以下の目標を設定する。
① 「産学官連携」の構造と機能（第１章）
② 「産学官連携」の事例研究と地域イノベーション（第２章）
③ グループ学習による「産学官連携」の調査研究（第３章）

単位認定の要件 第１章、第２章終了時にそれぞれ小レポートを提出。期末にレポートを提出。レポートの合計が60点以上

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
はじめに：「産学官連携論」で何を学ぶか、「りんご産業クラスター」と「地域イノベーション創出」の仮説
　予習：(0分)
　復習：(60分) 配布資料のまとめと引用文献の調査

2
第１章　産学官連携の構造と機能　①産学官連携とプラットフォーム
　予習：(60分)産学官連携の構造と機能に関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、産学官連携を構成する各機関の機能について理解を深めたか。

3
第１章　産学官連携の構造と機能　②産業界の技術ニーズ
　予習：(60分)産学官連携を構成する産業界の課題に関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、産業界の技術ニーズについて理解を深めたか。

4
第１章　産学官連携の構造と機能　③大学等の研究シーズ
　予習：(60分)産学官連携を構成する大学や研究機関の課題に関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、大学等の研究シーズについて理解を深めたか。

5
第１章　産学官連携の構造と機能　④国及び地方公共団体の産業振興政策
　予習：(60分)産学官連携を構成する国及び地方公共団体の政策に関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、国及び地方公共団体の産業振政策について理解を深めたか。

6
第１章　産学官連携の構造と機能　⑤産学官連携によるイノベーション創出
　予習：(60分)産学官連携によるイノベーション創出に関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、産学官連携によるイノベーション創出について理解を深めたか。

7
第１章　産学官連携の構造と機能　⑥産学官連携の課題、まとめ
　予習：(60分)産学官連携によるイノベーション創出に関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、産学官連携の構造と機能について理解を深めたか。第１回小レポートの作成と提出。

8
第２章　産学官連携の事例研究　①産学官連携の事例の調べ方
　予習：(60分)産学官連携の事例の調べ方に関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、産学官連携の事例の調べ方について理解を深めたか。

9
第２章　産学官連携の事例研究　②香川県の希少糖プロジェクト
　予習：(60分)香川県の希少糖プロジェクトに関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、香川県の希少糖プロジェクトについて理解を深めたか。

10
第２章　産学官連携の事例研究　③青森県のプロテオグリカンプロジェクト
　予習：(60分)青森県のプロテオグリカンプロジェクトに関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、青森県のプロテオグリカンプロジェクトについて理解を深めたか。

11
第２章　産学官連携の事例研究　④熊本県のマグネシウムプロジェクト
　予習：(60分)熊本県のマグネシウムプロジェクトに関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、熊本県のマグネシウムプロジェクトについて理解を深めたか。

12
第２章　産学官連携の事例研究　⑤北陸の炭素繊維プロジェクト
　予習：(60分)北陸の炭素繊維プロジェクトに関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、北陸の炭素繊維プロジェクトについて理解を深めたか。

13
第２章　産学官連携の事例研究　⑥地域イノベーションに関する考察
　予習：(60分)イノベーションに関する事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、産学官連携とイノベーションについて理解を深めたか。

14
第３章　グループ実習　①ディスカッション
　予習：(60分)産学官連携の事例研究
　復習：(60分) ディスカッションの内容をもとにプレゼンテーションの準備

15
第３章　グループ実習　②プレゼンテーション、まとめ
　予習：(60分)プレゼンテーションの準備
　復習：(60分) 全課程の資料整理、「産学官連携」と「地域イノベーション」について理解を深めたか。期末レポートを作成して提出。

教科書･教材 特になし。

参考書･
参考文献等

参考となる図書、文献等は授業の一部で紹介する。

履修上の
注意等

「産学官連携」は、地域資源を活用したフードビジネスの成功に不可欠である。これまでの講義や実習で蓄積した知識やスキルを統合して、事業を成功に導くための知識、技術やス
キルるを再整理するとともに、今後のキャリア形成の参考とする。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 有 長年にわたり、地域の公設試験研究機関において、産学官連携による研究開発の実務に携わったほか、地域の産学官連携の場であるプラットフォームの形

成と運営を担当した。



【4214】 専門教育科目 食生活・環境系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

食のフィールド実習 実習 林田大志 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 8 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター
フードスペシャリスト

フードサイエンティス
ト

食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 50 有

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物

授業内活動

その他 50 有

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

レポートは前期1回、後期1回で実
習内容を理解できているか求める
内容である

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 1年間のリンゴ栽培の知識

≪汎用的技能≫ 果樹栽培の論理的思考に基づいた実習

≪態度・志向性≫ グルーブでの実習　協調性　自己責任感 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要

農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論
と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習する。
藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴを、積極的に実習材料に取り入れ、
その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習する。

講義内容は実習内容に直接関連
するため理解できないと実行できな
い。また実習中にも理解できている
か質問をする。

授業の
到達目標

1年間を通じた実習により、リンゴについて生理学的および栽培学的に学ぶ
農業がどのような産業であるかを体験的に理解し、農業生産への興味と問題意識を高めること

単位認定の要件 平常評価（授業への参加度。毎回の実習態度（実習に対する積極性）に基づく。単なる出席回数ではない。評価全体の50％）。
〇 中間または期末評価レポート（理解度の確認。評価全体の50％）。前期1回と後期1回

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1  ガイダンス、剪定枝チップ作り

2  リンゴの人工授粉、摘花、花粉採取

3 リンゴ予備摘果

4  リンゴ仕上摘果、徒長枝切り

5 リンゴ摘葉

6 リンゴ収穫

7  リンゴ試食

8 リンゴ選果、ジャムづくり

教科書･教材 特になし（適宜授業でプリントを配布）

参考書･
参考文献等

特になし

履修上の
注意等

〇 季節に応じて、実習にふさわしい服装で出席してください。長靴と軍手は各自持参してください。
〇 実習中は常に名札を着用してください（名札は各農場で用意してあります）。
〇 生育状況や天候に応じ、実習内容が変更されることもあります。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4215】 専門教育科目 食生活・環境系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

食空間デザイン論 講義 山田和歌子 3年 後期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

2 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 20 有

授業内活動 80 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ― ― ― ○ ○
授業毎に振り返りシートの記入を行
う。振り返りシートは毎回確認し、
次回の授業時間に全体に解説を行
う。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ フードコーディネーターに必要な食に関する多面的な基礎知識

≪汎用的技能≫ 食空間を演出する企画力・実践力

≪態度・志向性≫ 食文化やテーブルウエア、色、食器に関する感性を高め、快適な食空間をプロデュースできる アクティブラーニングの有無
(内容)

無

授業概要
食空間デザイン論は食品をよりおいしく見せるための技術を習得するうえで重要な科目である。テーブルウエアの知識、コーディネート
の基本、国内外の季節の行事、各種パーティー、コーディネートプランニング、カラーコーディネート、テーブルマナー、食空間コーディ
ネート等についてを学び、料理をおいしく食べることができる環境を提案できる能力を養う。

授業の
到達目標

①テーブルウエアの知識を身につけることができる。
②食と器の関係を理解し、テーブルプランニングができる。
③カラーコーディネートを理解し、季節の表現ができる。
④食品・栄養・調理の基礎知識に加え、フードコーディネーターとしての実践的な知識を身に着けることができる。

単位認定の要件 到達目標の①～④の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
オリエンテーション、食空間デザインとは　
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

2
カラーコーディネートと配色について
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

3
テーブルコーディネートの基本と実際
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

4
和食卓の基本、和食のテーブルウエアについて
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

5
日本の特徴および形式、献立について
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

6
西洋料理の特徴および形式、メニューについて　
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

7
中国料理の特徴及び型式、メニューについて
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

8
食空間のレイアウトについて　
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

9
アルコールとソフトドリンクについて　
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

10
国内外の行事について
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

11
パーティーについて
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

12
サービスマナーについて　
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

13
テーブルマナーについて　
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

14
テーブルコーディネートのプランニングについて　
　予習：(90分)教科書を事前に読む。
　復習：(90分)講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

15
（発表）私が考えるテーブルコーディネート
　予習：(90分）これまでの授業から各人が考えるテーブルコーディネート案をまとめ、発表資料を作成する。
　復習：(90分）講義内容について教科書及び配布資料で確認する。

教科書･教材 フードコーディネーター教本 2026（柴田書院）

参考書･
参考文献等

必要に応じてプリントを配布します。

履修上の
注意等

フードコーディネーター3級資格を取得するための必修科目です。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4321】 専門教育科目 食物学・栄養学系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

食品分析学実験 実験 市田淳治 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 8 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター
フードスペシャリスト

フードサイエンティス
ト

食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 80 有

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物

授業内活動 20 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○

連絡、面談、提出物への解答
プリントによる提出物を評価し、返
却を行う。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 分析方法を理解する。

≪汎用的技能≫ 分析機器の取り扱いおよび解析手法が身につく。

≪態度・志向性≫ 分析能力および数値の取り扱いに慣れる。 アクティブラーニングの有無
(内容)

無

授業概要 食品に含まれる成分の測定や量の算出を行う。また、食品添加物の抽出を行い、食品中の定量を行う。

授業の
到達目標

分析機器の取り扱い及び注意点を理解する。
分析値の取り扱いを理解する。

単位認定の要件 プリントによる評価が60を超えること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
ガイダンス、溶液の濃度と密度・pHの理解
　予習：(180分)授業内容について事前に学習する。プリントをまとめる。
　復習：(180分)授業内容について振り返りを行う。

2
水の硬度測定
　予習：(180分)授業内容について事前に学習する。プリントをまとめる。
　復習：(180分)授業内容について振り返りを行う。

3
糖の呈色反応
　予習：(180分)授業内容について事前に学習する。プリントをまとめる。
　復習：(180分)授業内容について振り返りを行う。

4
ビタミンC （L-アスコルビン酸）の定量
　予習：(180分)授業内容について事前に学習する。プリントをまとめる。
　復習：(180分)授業内容について振り返りを行う。

5
薄層クロマトグラフィーによる色素抽出及び分離
　予習：(180分)授業内容について事前に学習する。プリントをまとめる。
　復習：(180分)授業内容について振り返りを行う。

6
薄層クロマトグラフィーによる色素の定性試験
　予習：(180分)授業内容について事前に学習する。プリントをまとめる。
　復習：(180分)授業内容について振り返りを行う。

7
食品色素成分の濃度算出
　予習：(180分)授業内容について事前に学習する。プリントをまとめる。
　復習：(180分)授業内容について振り返りを行う。

8
メロンシロップ（未知試料）に含まれる色素濃度の算出
　予習：(90分)授業内容について事前に学習する。プリントをまとめる。
　復習：(90分)授業内容について振り返りを行う。

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

身の回りの食品分析実験　三共出版　安藤達彦　他　
新・図解食品学実験　（株）みらい　新美　康隆　他

履修上の
注意等

資料は配布する。
色鉛筆を各自用意すること。
白衣を着用し、髪が肩まで付く場合髪を結うこと。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4322】 専門教育科目 食物学・栄養学系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

食品加工・開発実習 実習 富田雅弘・兼平拓道・今村麻里子 3年 後期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 8 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター
フードスペシャリスト

フードサイエンティス
ト

食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 ○ ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 30 有

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 30 有

授業内活動 40 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実習中のデータをみんなで共有し、
計量不備のデータについては確認
する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 食品を保存（貯蔵）する手段として発達してきた。食品の特徴を知り、加工の原理を
理解する。

≪汎用的技能≫ 食品加工の開発力

≪態度・志向性≫ 自己管理力　チームワーク　協調性 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要 先人たちが経験を通して工夫し、開発し、伝え継がれてきた「食品加工の開発」を実習を通して、知識と技術を理解し、習得する。 主体的・協働的に問題を発見し、解
決する方法を探る

授業の
到達目標

各食品の特徴を知り、食材から加工品になる工程を実習をとおして理解する。また、食材の新しい加工品開発を行い、企画・試作・製造・評価・コスト管理などを体験し、食品加工開
発に必要な一連のスキルを身につける。

単位認定の要件 開講授業数の2/3以上出席すること。欠席した場合は、その単元の内容について理解しておくこと。「加工食品」に興味を持ち、食材、加工品、パッケージ、売価等を調べておくこと。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
ガイダンス
予習：加工食品にはどのようなものがあるか調べる。
復習：実習結果を整理し、レポートを作成する。

2
加熱殺菌と真空包装を利用した加工食品
予習：殺菌について調べてくる。配布プリントを読んでくる。
復習：実習結果を整理し、レポートを作成する。

3
乳類（牛乳・ヨーグルト）の加工品・・乳酸飲料
予習：乳類の種類と違いを調べてくる。配布プリントを読んでくる。
復習：実習結果を整理し、レポートを作成する

4
穀類（中力粉）の加工品・・うどん
予習：小麦粉の種類と違いを調べてくる。配布プリントを読んでくる。
復習：実習結果を整理し、レポートを作成する。

5
畜肉の加工品・・・ソーセージ
予習：畜肉（水産物）の種類と加工品について調べてくる。配布プリントを読んでくる。
復習：実習結果を整理し、レポートを作成する

6
果実の加工品・・・ジャム
予習：果実の種類と加工品について調べてくる。配布プリントを読んでくる。
復習：実習結果を整理し、レポートを作成する

7
各自考案の加工品製作・学内評価等試食調査・調査評価　前篇
予習：各自設定食品の成分・特徴を調べ、市場調査を行い、レシピを考案し、試作材料を購入してくる
復習：試食調査、評価から改善点を見つけ、完成品レシピをまとめ、レポート提出

8
各自考案の加工品製作・学内評価等試食調査・調査評価　後篇
予習：各自設定食品の成分・特徴を調べ、市場調査を行い、レシピを考案し、試作材料を購入してくる
復習：試食調査、評価から改善点を見つけ、完成品レシピをまとめ、レポート提出

教科書･教材 なし　
資料を配布

参考書･
参考文献等

食品加工の参考書

履修上の
注意等

準備から後片付け、レポート提出までが授業内容であるため、遅刻、欠席はできうる限りしないこと。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 有 (富田)栄養専門学校、短期大学部,旧東北女子大学においても授業の経験がある。



【4410】 専門教育科目 食品流通・サービス系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

フードコーディネート論 講義 今村麻里子 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

2 ○ ○ ○ 期末試験 50 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 10 有

授業内提出物 20 有

授業内活動 20 有

その他

計 100

フィードバックの方法

― ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○

提出物は次回の講義で評価、解
説、論評する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ フードコーディネートの基本や技能の理解

≪汎用的技能≫ おいしさの本質、おもてなしの心、伝統的な食文化の理解

≪態度・志向性≫ 食に対する心情の理解、質の高いフードコーディネートを提案できる感性を磨く アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要

食に関する幅広い知識を持ち、総合的に判断、提案できる専門家である「フードスペシャリスト」の資格を目指す。資格認定試験におい
て、「フードコーディネート論」は、出題科目になっており、知識、技能の修得だけではなく、実践力を養うことも目的である。「フードコー
ディネート」とは、食に関するさまざまな場において要求する相手が満足できる状態を演出することであり、食のシーンは、家庭の食卓、
スーパー、デパ地下、食のイベント、レストランなど広範囲にわたる。フードコーディネートが食生活に果たしている役割、価値を知り、
テーブルコーディネート実習や演習を通し実践力を身につける。

調査学習、グループディスカッショ
ン、グループワーク

授業の
到達目標

１　食文化、食卓のマナーを身につけ、解説することができる。
２　心地よく食事することができる食空間を提案することができる。
３　時代に合った食企画を提案することができる。
４　自らの持つ、食品学、栄養学の知識に加えて、必要なフードコーディネートを提案することができる。
５　フードスペシャリストとして現場で指導的立場で活躍できる知識を身につけることができる。

単位認定の要件 期末試験、小テスト、講義内提出物等の取り組みを総合的に判断し、60％以上の習得とする

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
フードコーディネートの基本理念
　予習：90(分)講義関係資料に目を通す。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

2
日本の食事文化
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

3
外国の食事文化
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

4
メニュープランニング
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

5
和のテーブルウエアと食卓の演出
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

6
洋のテーブルウエアと食卓の演出
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

7
食卓のサービスとマナー
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。 

8
食空間のコーディネートの基礎
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。 

9
食事空間・キッチンのコーディネート
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

10
フードサービスマネジメント
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

11
食企画の実践コーディネート
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

12
テーブルコーディネート
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

13
フードコーディネートと食育
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

14
フードコーディネートと食環境
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。
　復習：90(分)講義内容を見直し，理解が不十分な内容については、次回までに整理しておく。

15
フードコーディネートまとめと振り返り
　予習：90(分)前回指示した内容について、教科書を読み理解しておく。すべての講義内容について復習する。
　復習：90(分)今回およびすべての講義の内容を見直し，理解が不十分な内容については、試験までに整理しておく。

教科書･教材 三訂フードコーディネート論　（公社）日本フードスペシャリスト協会　編（建帛社）
フードコーディネーター教本　日本フードコーディネーター協会　柴田書店

参考書･
参考文献等

日本の美しい食卓歳時記　 JTAAジャパンテーブルアーチスト協会

履修上の
注意等

教科書を使った予習が必要。授業前に必ず該当する教科書のページに目を通して、疑問点をまとめてくること。
復習では、その日のうちにノートをまとめ、疑問点を調べて加筆しておくこと。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4411】 専門教育科目 食品流通・サービス系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

新商品開発論 講義 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

2 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 10 有

授業内提出物 10 有

授業内活動 50 有

その他 30 有

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
授業内小テストは「食品表示」について行い
ます。また、授業内提出物は小レポート的な
ものとなります。新商品を開発することに重
点を置きますので、「授業に出席すること」、
「授業内での活動」が大切です。尚、本講義
は3グループに分けて行いますので、各自責
任を持って取り組んでください。当該科目の

キーワード

≪知識・理解≫ 新商品開発、食品表示

≪汎用的技能≫ 新商品開発を行い実際に販路に乗せる

≪態度・志向性≫ 組織においての責任、食品を取り扱う倫理観・社会的責任 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要
2年次後期に学習した「原価計算」をベースに、食品工場での新商品開発を想定した実践的な授業を行います。「市場リサーチ」後、3グ
ループに分かれて自分たちが開発したい商品を決定し、「小ロットでの試作方法」～「食品表示の作成方法」～「大ロットでの最終製造」
までのノウハウを学習し、最終的に販路に乗せることを目的とします。

各グループで話し合う時間が長くな
りますが、わからないことは遠慮せ
ずに聞いてください。都度、助言し
ます。

授業の
到達目標

食品工場や飲食店で新商品開発業務を与えられた際、「即戦力になることができる」ことが到達目標となります。新商品開発は一人で行うものではなく、数人のチーム単位で行うこ
とが多い為、新入社員に対しても先輩社員と一緒に携わることが多々あります。

単位認定の要件 実践的な授業となるので、欠席は大幅な減点となります。また、グループ単位で新商品開発を行う為、コミュニケーション能力、積極的な発言が単位認定の条件となります。合計点
が60点以上で単位認定となりますが、小テストや小レポートの点数だけでは単位認定になりません。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
オリエンテーション、グループ分け
　予習：2年次後期に学習した「原価計算」、各自の市場リサーチ
　復習：特に必要としません

2
新商品開発に向けてのグループ話し合い
　予習：特に必要としませんが、市場リサーチが進んでいない場合は継続
　復習：特に必要としません

3
新商品開発に向けての試作方法
　予習：特に必要としません
　復習：試作方法についての復習

4
新商品開発に向けてのレシピ作成、製造工程作成
　予習：特に必要としません
　復習：レシピ作成方法と製造工程についての復習（特に製造工程について十分復習すること）

5
試作用サンプル・原材料規格書・見積り等手配方法
　予習：特に必要としませんが、学生自身で問屋さんと連絡を取ってもらうので、電話が苦手な人は私と練習することになります
　復習：特に必要としません

6
原材料規格書等の見方
　予習：特に必要としません
　復習：原材料規格書等の見方の復習（手配するだけでは意味がありません）

7
小ロット試作①（主に原価計算）
　予習：2年次後期に学習した「原価計算」
　復習：原価計算を間違えた場合は復習が必要

8
小ロット試作②（主に試作）
　予習：特に必要としません
　復習：小ロット試作方法の復習

9
食品表示①（主に一括表示について①）
　予習：特に必要としません
　復習：一括表示についての復習

10
食品表示②（主に一括表示について②）
　予習：特に必要としません
　復習：一括表示についての復習

11
食品表示③（一括表示以外の表示について）
　予習：1年次、2年次に学習した栄養学系の授業を再度見直しておくこと
　復習：一括表示以外の表示について復習

12
食品表示作成
　予習：食品表示に関する三回の授業を見直しておくこと
　復習：特に必要としません                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

13
大ロット製造計画
　予習：試作時の内容を見直しておくこと
　復習：次回が本製造となる為、製造計画をしっかり復習すること

14
大ロット製造
　予習：計画をしっかり見直しておくこと
　復習：特に必要としません

15
販売計画
　予習：特に必要としません
　復習：特に必要としません

教科書･教材 使用しません。

参考書･
参考文献等

一般社団法人食品表示検定協会 編著『改訂8版　食品表示検定　認定テキスト・初級』（ダイヤモンド社）
公益財団法人日本食品衛生協会 編著『新訂版　食品添加物の使用基準便覧』（公益財団法人日本食品衛生協会）
※　食品メーカーに就職希望の学生は購入するのが望ましいと思います。

履修上の
注意等

本講義は、2年次後期の「ファイナンス基礎（原価計算の授業）」、3年次前期集中講義の「リスクマネジメント論」、及び3年次後期の「PBL総合実践演習」とつながっていくものです。
途中で欠席すると、授業についていけなくなる恐れがある為、やむを得ない理由が無い限り、欠席しないようにしてください。また、事前に各自で市場リサーチをしておくのが望ましい
と思います。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 有 食品メーカーで17年間、新商品開発、品質管理、製造工程管理を行っていた教員の講義です。長年の経験に基づいた実践的な授業を行います。



【4412】 専門教育科目 食品流通・サービス系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

経営分析論 講義 兼平拓道 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

2 ○ 期末試験 70 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 30 有

授業内活動

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○

授業内提出物は各講義終了後に
回収し評価した上で次回の講義時
にフィードバックする

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 貸借対照表分析　損益計算書分析　キャッシュ・フロー計算書分析

≪汎用的技能≫ 企業分析力　財務分析力　証券分析力

≪態度・志向性≫ インベストマインド アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要

企業が公表している有価証券報告書に基づき、会社の経営内容の現状や問題点、将来性などを分析し、企業の経営状況を把握する手
法を身につけさせることを目的とする。財務諸表や株価に基づく「定量的分析」により、企業の置かれている状況を理解し、どうすれば持
続的な成長性と競争優位性を築くことができるのかを考察させる。常に経営者やマネージャーの視点で考え、意思決定のシミュレーショ
ンを行い、戦略策定に必要な思考プロセスを身につけさせる。ケーススタディとして食品産業の事例をとりあげ、実際に経営分析を行うこ
とで、「食品産業アナリストレポート」を作成し、食品企業や食品事業の経営戦略に関する意思決定のアプローチを診断評価できる能力
を習得させる。

グループディスカッション、グループ
ワーク

授業の
到達目標

貸借対照表、損益計算書、キャッシュフロー計算書の主要項目や、設備投資額や研究開発費といった有価証券報告書の注記に記載されている項目を分析データをし、企業経営を
「成長性」「収益性」「効率性」「安全性」「生産性」の5つ視点から分析する能力を身に付ける。ケーススタディとして食品産業（食品関連企業を含む）の事例をとりあげ、実際に経営分
析を行うことで、食品企業や食品事業の経営戦略に関する意思決定のアプローチを診断評価しながら経営戦略をPDCAできるようになる。

単位認定の要件 評価の合計が60点以上

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
財務諸表の見方（Ⅰ）貸借対照表
　予習：(90分)流動資産と固定資産の違いを調べる。
　復習：(90分) 流動負債と固定負債を復習する。

2
財務諸表の見方（Ⅱ）損益計算書
　予習：(90分)売上高と営業利益の違いを調べる。
　復習：(90分) 企業収益の構造についてまとめる。

3
財務諸表の見方（Ⅲ） キャッシュ・フロー計算書
　予習：(90分)キャッシュ・フローが大きいメリットについて調べる。
　復習：(90分) 『会社四季報』でキャッシュ・フローが大きい企業を調べる。

4
安全性分析（Ⅰ）
　予習：(90分)有利子負債のデメリットについて調べる。
　復習：(90分) 流動比率と企業の安全性についてまとめる。

5
安全性分析（Ⅱ）
　予習：(90分)自己資本について調べる。
　復習：(90分) 『会社四季報』で自己資本比率が高い企業を調べる。

6
効率性分析（Ⅰ）
　予習：(90分)棚卸について調べる。
　復習：(90分)回転率の考え方をまとめる。

7
効率性分析（Ⅱ）
　予習：(90分)固定資産について調べる。
　復習：(90分) 売上債権と買入債務についてまとめる。

8
生産性分析（Ⅰ）
　予習：(90分)付加価値について調べる。
　復習：(90分)付加価値の計算方法についてまとめる。

9
生産性分析（Ⅱ）
　予習：(90分)労働生産性について調べる。
　復習：(90分) 『会社四季報』で興味のある企業を選択し「１人当たり売上高」を調べ比較してみる。

10
収益性分析（Ⅰ）
　予習：(90分)ROEとは何かを調べる。
　復習：(90分) 『会社四季報』で興味のある企業を選択し「売上高営業利益率」を調べ比較してみる。

11
収益性分析（Ⅱ）
　予習：(90分)損益分岐点とは何かを調べる。
　復習：(90分) 限界利益率をまとめる。

12
成長性分析（Ⅰ）
　予習：(90分)企業収益の構造を復習する。
　復習：(90分)『会社四季報』で興味のある企業を選択し「各収益の増減率」を調べ比較してみる。

13
成長性分析（Ⅱ）
　予習：(90分)配当について調べる。
　復習：(90分) 『会社四季報』で興味のある企業を選択し「配当性向」を調べ比較してみる。

14
経営分析演習（Ⅰ）
　予習：(90分)グループに分かれて食品産業（食品関連企業を含む）のなかで経営分析をする企業群を決定する。
　復習：(90分) 経営分析の結果を比較考査する。

15
経営分析演習（Ⅱ）
　予習：(90分)プレゼンテーションのスライドを準備する。
　復習：(90分) グループ同士の評価を織り込みリフレクションをする。

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

『日本経済新聞』（日本経済新聞社）　『週刊東洋経済』（東洋経済新報社） 『週刊ダイヤモンド』（ダイヤモンド社）
『週刊エコノミスト』（毎日新聞社）　『Harvard  Business Review（ハーバードビジネスレビュー）』（ダイヤモンド社）

履修上の
注意等

行政職および大手食品メーカーや大手総合商社を希望する学生は履修することが望ましい。
農業経営やフードビジネス経営を目指す学生や事業継承を予定する学生は履修することが望ましい。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4413】 専門教育科目 食品流通・サービス系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

パン・菓子製造開発実習 実習 花田玲子 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 8 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター
フードスペシャリスト

フードサイエンティス
ト

食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 ○ ○ 期末試験 無

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 無

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 無

授業内提出物 40 有

授業内活動 50 有

その他 10 有

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○

授業内提出物が不適切の場合は
指導を行う。授業内活動の問題点
は改善点を示す。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 商品の品質管理

≪汎用的技能≫ マネジメントの数量的スキル、商品企画における課題解決

≪態度・志向性≫ パン・菓子業界の動向に関心をもつ、他者との協力 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要
ターゲット層、ニーズ、コンセプトを設定したパン・菓子の企画・製造をする実習を行う。企画したパン・菓子は実際に製造し、学生及び教
員でその評価をする。製造したパン・菓子については、原価計算、販売価格、商品名を計画するとともにプレゼンテーションをし、ターゲッ
ト層に適しているかの意見交換を行う時間を設ける。

実習

授業の
到達目標

パン・菓子の商品開発・提案に必要な知識と技術を養うことを目指す。
①対象者のニーズを満たす商品を企画することができる。
②費用、設備、方法を考慮した商品を企画することができる。
③商品の課題を見つけ、改善策を提案することができる。

単位認定の要件 授業内提出物、授業内活動等で合計60点以上であること

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
オリエンテーション　　実習の準備　1）アンケート調査　2）パン・菓子の商品企画
予習：(45分)　パン・菓子関連本を読む
復習：(45分)　アンケート作成・実施

2
パンの企画・製造①　　１）基本のパン生地づくり　２）商品の計画
予習：(45分)　ターゲット層のニーズを調査する
復習：(45分)　各自レシピの作成

3
パンの企画・製造②　　商品の試作・検討
予習：(45分)　レシピの作成
復習：(45分)　商品の課題および改善案の検討

4
改善したパンの製造と評価　  １）改善した商品の製造　２）評価及び商品企画の最終決定
予習：(45分)　レシピ修正
復習：(45分)　プレゼンテーション資料の作成

5
菓子の企画・製造①　　１）基本の菓子作り　　２）商品の計画　
予習：(45分)　レシピ案の作成
復習：(45分)　商品の課題検討、レシピ作成

6
菓子の企画・製造②　　商品の試作・検討
予習：(45分)　レシピの作成
復習：(45分)　商品の課題および改善案の検討

7
改善した菓子の製造と評価　  １）改善した菓子の製造　２）評価及び商品企画の最終決定
予習：(45分)　レシピ修正
復習：(45分)　プレゼンテーション資料の作成

8
まとめ　　
予習：(45分)　プレゼンテーション準備
復習：(45分)　まとめレポートの作成、販売計画（原価計算、販売価格、商品名）

教科書･教材 特になし。必要に応じて資料を配布します。

参考書･
参考文献等

特になし。

履修上の
注意等

体調を整えて実習を休まないようにする。欠席した回のレポートも提出が必要です。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4414】 専門教育科目 食品流通・サービス系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

食品流通論 講義 成田拓未 3年 後期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

2 ○ ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 20 有

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 40 有

授業内提出物 40 有

授業内活動

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ―

授業内小テストの答え合わせを講
義中に実施する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 市場、流通

≪汎用的技能≫ 抽象的思考

≪態度・志向性≫ フードスペシャリストの資格取得、食の６次産業化プロデューサー資格取得 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要 私達の身の回りにあふれる食品は、品目ごとに流通経路が異なります。本講義では、流通の理論を習得したうえで、品目ごとの流通の
特徴を学びます。 卸売市場の視察を予定しています

授業の
到達目標

・現代の食生活の特徴を理解する
・食品流通の理論を理解する
・食品別の流通の特徴を理解する

単位認定の要件 期末レポート、授業内小テスト、授業内提出物による得点の合計が60点以上。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
豊かな食生活を支える食市場
予習：（0分）
復習：（60分）配布資料をまとめ、食市場への理解を深める。

2
消費者の食品消費の変化
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、消費者の食品消費の変化への理解を深める。

3
食生活の多様化
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、食生活の多様化への理解を深める。

4
食品流通の役割と社会的使命
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、食品流通の役割への理解を深める。

5
卸売流通が必要な食品流通とその変化
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、卸売流通への理解を深める。

6
食品の小売流通
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、小売流通への理解を深める。

7
食品の分類と流通の特性
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、食品別の流通への理解を深める。

8
主食の流通
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、主食の流通への理解を深める。

9
副食の流通
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、副食の流通への理解を深める。

10
調味料等の流通
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、調味料等の流通への理解を深める。

11
中食および嗜好食品の流通
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、中食と嗜好食品の流通への理解を深める。

12
外食・中食産業と食生活の変化
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、食生活の変化との関連で外食・中食産業への理解を深める。

13
外食産業のマーチャンダイジング
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、外食産業のマーチャンダイジングへの理解を深める。

14
中食産業のマーチャンダイジング
予習：（60分）教科書の該当箇所を読む。
復習：（60分）配布資料をまとめ、中食産業のマーチャンダイジングへの理解を深める。

15
卸売市場視察
予習：（60分）卸売市場を取り扱った回の復習を予習に代える。
復習：（60分）レポートをまとめながら、卸売市場への理解を深める。

教科書･教材 （公社）日本フードスペシャリスト協会編『四訂　食品の消費と流通』建帛社、2021年

参考書･
参考文献等

特になし

履修上の
注意等

復習と予習により、毎回の小テストと提出物で確実に得点するようにしてください。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4415】 専門教育科目 食品流通・サービス系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

飲食店メニュー開発実習 実習 山田和歌子 3年 後期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 8 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター
フードスペシャリスト

フードサイエンティス
ト

食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 ○ ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 50 有

授業内活動 50 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

提出物は採点・返却し、解説する。
授業内活動（実習）は授業内で評
価を行い、解説する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 食品学、栄養学、調理学に関する専門的な知識

≪汎用的技能≫ 情報を的確に伝えるプレゼンテーション能力およびコミュニケーション能力

≪態度・志向性≫ 飲食店における課題に対して専門知識を活かし解決・提案ができる アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要
これまで修得した知識や技術を活かして飲食店のニーズに合わせた新メニューを提案できるスキルを習得する。ターゲット層の特性や
ニーズを理解した上で試作を重ね、改良点があれば改良の抽出を行い、改善するといった一連の流れを学び、発想力や想像力、臨機
応変に対応する力を身につける。

グループディスカッション、グループ
ワーク、プレゼンテーション

授業の
到達目標

①調理技術はもちろんのこと、栄養、季節の食材や産地、トレンドなどを含めた基礎知識をメニューに取り入れることができる。
②飲食店における顧客の特性やニーズに合わせた食材や味付けを考慮し、メニュープランニングができる。
③メニュー作成後、試作・試食を繰り返し、改良点を見出し改善することができる。

単位認定の要件 到達目標の①〜③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
オリエンテーション　
　予習：0(分)
　復習：90(分)実習で学んだことを整理し、まとめる。

2
事例研究：マーケティングとリサーチ
　予習：30(分)参考書の該当部分を読み、実習の計画を立てる。
　復習：60(分)実習で学んだことを整理し、まとめる。

3
メニュープランの作成：ターゲットとコンセプト
　予習：30(分)参考書の該当部分を読み、実習の計画を立てる。
　復習：60(分)各グループでターゲット層とコンセプトを決定する。

4
メニューの提案
　予習：30(分)参考書やレシピ本等を読み、実習の計画を立てる。
　復習：60(分)各グループでメニューを提案する。

5
試作調理：試作・試食・改良
　予習：30(分)試作調理を行うことができるようメニュー及びレシピを完成させる。
　復習：60(分)各グループで試作を行い、試食後、課題を抽出する。

6
メニューの再提案
　予習：30(分)課題を抽出し、改良点をまとめる。
　復習：60(分)各グループごとにメニューを再提案する。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

7
本番調理
　予習：30(分)本番調理を行うことができるようメニュー及びレシピを完成させる。
　復習：60(分)各グループごとにプレゼンテーションの資料をまとめる。

8
総合発表（プレゼンテーション）
　予習：30(分)各グループごとにプレゼンテーションの準備を行う。
　復習：60(分)実習で学んだことを整理し、まとめる。

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

フードコーディネーター教本 2025　（柴田書院）
フードコーディネート論　（建帛社）

履修上の
注意等

実習を中心としたグループで活動する授業である。プレゼンテーションや討論の際は積極的に参加すること。
※実習の内容や順番は入れ替わることがあります

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4416】 専門教育科目 食品流通・サービス系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

リスクマネジメント論 講義 石川大悟 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

2 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物

授業内活動 100 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
大半の時間がグループワークの授
業になる為、授業内活動がすべて
です。また、全時間出席しない限り
単位認定にはなりません。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 前提条件プログラム、HACCP7原則12手順

≪汎用的技能≫ 食品安全マネジメント

≪態度・志向性≫ HACCPチーム、グループワーク アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要 世界基準のCodex HACCPを学ぶ授業となります。HACCPは日本でも2021年6月1日より義務化されておりますが、青森県内のHACCP
進捗率は全国でもかなり低い状態にあり、これが加工食品の県外出荷や輸出にSTOPをかけている一因です。

2つのグループに分けて行います。
かなりの論理的思考力、問題解決
力が求められる内容なので、私か
ら積極的に助言します。

授業の
到達目標

15回の授業でもCodex HACCPを完全に理解するのは難しいと思いますが、各グループで話し合い、助言してもらいながら「危害要因分析表」と「HACCPプラン」を完成させ、最後に
グループで発表するところまでが到達目標となります。HACCPを理解していると、飲食店や食品メーカーに入社した際に大変重宝されます。

単位認定の要件 15回すべての出席、グループワークへの積極的な参加・発言、発表の仕方といったことを総合的に判断して単位を認定します。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1 HACCPの概要と3S・5S・7Sについて（講義）

2 前提条件プログラムについて（講義）

3 食品製造現場における危害要因について（講義）

4 HACCPの手順1～5について（講義）

5 HACCPの原則1・2（手順6・7）について（講義）

6 HACCPの原則1・2（手順6・7）について（5回目の続き）（講義）
グループワークの進め方について（講義）

7 危害要因分析表の作成（グループワーク）
　復習：8回目の授業につながるのでしっかり見直しておくこと

8 CCP（必須管理点）の決定（グループワーク）

9 各グループの発表・討論（グループワークと講義）
　※教員からの質問にも答えること

10 HACCPの原則3～7（手順8～12）について（講義）

11 HACCPの原則3～7（手順8～12）について（10回目の続き）（講義）
　復習：12回目のグループワークに直結するのでしっかり見直しておくこと

12 グループワークの進め方について（講義）
HACCPプランの作成（グループワーク）

13 HACCPプランの作成（続き）（グループワーク）

14 各グループの発表・討論（グループワークと講義）
　※教員からの質問にも答えること

15 食品安全マネジメントシステムについて（講義）
修了書授与

教科書･教材 特になし（オリジナルテキストを使用します）

参考書･
参考文献等

一般社団法人日本HACCPトレーニングセンター 監修・㈱鶏卵肉情報センター 翻訳・編集『国際標準の最新HACCP規格　最新 コーデックス規格 基本選集Ⅰ 対訳』（㈱鶏卵肉情報
センター）

履修上の
注意等

選択講義ですが、将来食品に関わる職業に就きたい学生にとっては、必修講義と同等と思ってください。大学生の間にここまで深くHACCPを学べる講義は、全国的に見てもほとん
どありません。尚、グループワークは非常に疲れると思うので、適宜休憩を取って構いません。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 有 全国でも非常に人数が少ない「国際HACCP同盟認定HACCPリード・インストラクター」が教える講義です。これまでに100社以上のHACCP導入支援をしてきた

教員による、極めて実践的なものとなります。



【4417】 専門教育科目 食品流通・サービス系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

知財戦略論 講義 市田淳治 3年 後期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

2 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 60 有

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 40 有

授業内活動

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ○

提出物（レポート）にはコメントをつ
けて返却する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 知的財産権、産業財産権制度、特許、実用新案、意匠、商標

≪汎用的技能≫ 既存技術等の検索、新技術の提案、様式への記載

≪態度・志向性≫ 地域の課題抽出、課題解決、知財戦略 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要

知的財産権は、安定した産業活動を行うために必須なものである。知的財産を権利化することで、ビジネスの「攻め」や「守り」として活用
し、さらには商品価値を高める目的で活用されることもある。このように知的財産権を経営に生かすことは、知財戦略と呼ばれている。本
講義では、知的財産権とフードビジネスの場面において戦略的に活用できるように、知的財産権全般について解説する。具体的には、
特許法、実用新案法、意匠法、商標法、著作権法について基本的なことを講義し、特許等の情報検索方法や特許明細書の作成を体験
することで、知的戦略の意識づけを与える。

グループ実習によるディスカッショ
ンとプレゼンテーション

授業の
到達目標

「知財戦略」の実践に必要な基本を身につけるために、以下の目標を設定する。
① 知的財産権及び産業財産権に関する基礎知識（第１章）
② 知財戦略の様式と出願の実践（第２章）
③ グループ実習による意見交換と発表のスキル（第３章）

単位認定の要件 第１章、第２章終了時にそれぞれ小レポートを提出。期末にレポートを提出。レポートの合計が60点以上

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
はじめに：知的財産権と産業財産権制度の概要
　予習：(60分)知的財産権と産業財産権制度の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、知的財産権と産業財産権制度について理解を深めたか。

2
第１章　知的財産権の概要　①特許制度（その１）
　予習：(60分)特許制度（発明について他）の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、特許制度について理解を深めたか。

3
第１章　知的財産権の概要　②特許制度（その２）
　予習：(60分)特許制度（出願について他）の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、特許制度について理解を深めたか。

4
第１章　知的財産権　③実用新案制度
　予習：(60分)実用新案制度の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、実用新案制度について理解を深めたか。

5
第１章　知的財産権の概要　④意匠制度
　予習：(60分)意匠制度の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、意匠制度について理解を深めたか。

6
第１章　知的財産権の概要　⑤商標制度
　予習：(60分)商標制度の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、商標制度について理解を深めたか。

7
第１章　知的財産権の概要　⑥その他の知的財産権、第１章のまとめ
　予習：(60分)知的財産権の整理と課題抽出。
　復習：(60分)知的財産権の概要について理解を深めたか。第１回小レポートの作成と提出

8
第２章　知財戦略の実践　①特許の様式
　予習：(60分)特許の様式の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、特許の様式について理解を深めたか。

9
第２章　知財戦略の実践　②特許の出願
　予習：(60分)特許の出願の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、特許の出願について理解を深めたか。

10
第２章　知財戦略の実践　③実用新案の様式と出願
　予習：(60分)実用新案の様式と出願の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、実用新案の様式と出願について理解を深めたか。

11
第２章　知財戦略の実践　④意匠の様式と出願
　予習：(60分)意匠の様式と出願の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、意匠の様式と出願について理解を深めたか。

12
第２章　知財戦略の実践　⑤商標の様式と出願
　予習：(60分)商標の様式と出願の事前調査。
　復習：(60分)配布資料のまとめ、意匠の様式と出願について理解を深めたか。

13
第２章　知財戦略の実践　⑥その他の知的財産権の様式について、第２章のまとめ
　予習：(60分)知的財産権の様式と出願について整理と課題抽出。
　復習：(60分)知的財産権の様式と出願について理解を深めたか。第２回小レポートの作成と提出。

14
第３章　グループ実習　①ディスカッション
　予習：(60分)知財戦略の作成準備
　復習：(60分) ディスカッションの内容をもとにプレゼンテーションの準備

15
第３章　グループ実習　②プレゼンテーションとまとめ
　予習：(60分)プレゼンテーションの準備
　復習：(60分) 全課程の資料整理、知的財産権について理解を深めたか。期末レポートを作成して提出。

教科書･教材 特になし。

参考書･
参考文献等

参考となる図書、文献等は授業の一部で紹介する。

履修上の
注意等

「知財戦略」については、実際の事例を参考にながら、全体に平易で基礎的な内容とする。各授業ごとにレジメと資料を配布して、予習と復習に役立てる。各章の小レポート、期末レ
ポートをはじめ、グループ実習とプレゼンテーションの資料など、書式と書き方、考え方（テンプレート）を提示して作成を支援できるように工夫する。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 有 長年にわたり公設試験研究機関において研究開発と知財関連の業務に携わり、特許取得の実績を保有している。そのいくつかは、実際に地域企業に技術移

転され実用化に結びついている。本講義では、実験研究から特許出願及び実施までに至る経緯を紹介しながら、知財戦略の重要さと楽しさを学修する。



【4505】 専門教育科目 情報デザイン系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

グラフィックデザイン技法 演習 奈良拓哉 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 50 有

授業内活動 50 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ― ○

提出課題は、発表会形式で相互鑑
賞を行う。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ ソフトウエアの操作

≪汎用的技能≫ 画像編集、制作

≪態度・志向性≫ 情報倫理 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要
・写真や静止画などのビットマップ画像の制作・加工を通して、画像形式の違いや特徴を理解する。
・ベクトル形式の画像によるイラストレーションの制作、タイポグラフィ等の基礎などを学ぶ。
・精密さが求められる図面を制作する。

実習

授業の
到達目標

・状況に合わせて、使用するソフトウエアや画像形式を選択できる。
・制作物に対し、文字や写真、イラストなどを色やバランスを考えて効果的に配置できる。

単位認定の要件 全ての課題・レポートが提出されていること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
授業の概要を解説し、必要なソフトウエアのインストールやPCの設定を確認する。
　予習：(45分) 画像ファイルの種類とその特徴を調べる
　復習：(0分) 

2
ペイント系ソフトウエアについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

3
画像ファイルの形式と特徴を説明し、ファイル形式による違いを比較する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

4
透過処理、画像合成、アニメーションGIFなどを解説し使い方を練習する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

5
色彩が与える人への影響などについて説明する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

6
3D系ソフトウエアについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

7
ドロー系ソフトウエアについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

8
図形作成の操作手順に触れながら、整列やパスファインダの使い方を練習する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

9
タイポグラフィについて説明し、アンカーポイントの編集を練習する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

10
グラフの表現方法について説明し、その用途を確認する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

11
リーフレットを制作する。（制作作業）
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

12
リーフレットを制作する。（ファイルの特徴を解説し、書き出しの操作を行う。）
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

13
製図について解説し、三面図（三角法）を作成する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

14
建築製図について解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

15
授業の内容をまとめ、著作権等について解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

教科書･教材 特になし。

参考書･
参考文献等

随時参考資料を配布する。

履修上の
注意等

各種ロゴや商品パッケージ、看板、広告などにも興味を払い、デザインセンスの向上に努めてほしい。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4506】 専門教育科目 情報デザイン系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

映像制作技法 演習 奈良拓哉 3年 後期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 50 有

授業内活動 50 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ― ○

提出課題は、発表会形式で相互鑑
賞を行う。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ ソフトウエアの操作

≪汎用的技能≫ 映像制作

≪態度・志向性≫ 情報倫理 アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要

・「グラフィックデザイン技法」の学習を踏まえ、映像について実践的に学ぶ。
・動画や音声などのファイル形式の特徴を理解し、動画制作を行う。
・エフェクト・トランジションなどの操作を確認し、映画等の鑑賞を行う。
・カメラワークやモンタージュ理論を理解し、心理的効果について学ぶ。
・著作権や肖像権、個人情報、プライバシー等にも触れ、映像制作や動画配信時の注意点について一緒に考える。

実習

授業の
到達目標

・状況に応じた動画や音声の形式を選択でき、映像等の制作を行うことができる。
・動画制作時に、効果的な演出を施すことができる。

単位認定の要件 全ての課題・レポートが提出されていること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
授業の概要を説明し、必要なソフトウエアのインストールやPCの設定を確認する。
　予習：(45分) 動画ファイルの種類と特徴を調べる
　復習：(0分)

2
動画の種類とファイル形式について解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

3
音声データとファイル形式について解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

4
テキスト音声変換について解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

5
アニメーションの表現技法について解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

6
テキストアニメーションについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

7
カメラワーク (1) － ズームイン、ズームアウトなどについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

8
カメラワーク (2) － ドリーイン、ドリーアウト、ドリーズームなどについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

9
カメラワーク (3) － サークルショットなどについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

10
エフェクトについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

11
トランジションについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

12
映像表現 (1) － バレットタイムなどについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

13
映像表現 (2) － ボディトラジションなどについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

14
映像表現 (3) － スローモーション、タイムラプスなどについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

15
授業の内容をまとめ、動画配信時の注意点などについて解説する。
　予習：(0分)
　復習：(45分) 授業で行ったPCの操作等を確実に覚えるため、内容を振り返り操作する

教科書･教材 特になし。

参考書･
参考文献等

随時参考資料を配布する。

履修上の
注意等

企業等のPR動画などに興味を払い、デザインセンスの向上に努めてほしい。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4601】 専門教育科目 総合実践系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

PBL総合実践演習Ⅰ 演習 兼平拓道・市田淳治 3年 前期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 50 有

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物

授業内活動 50 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
期末レポートは各グループごとの
事業戦略計画書で提出後に記述
式で評価する。授業内活動はプレ
ゼンテーション発表で終了後口頭
および記述式で評価する。当該科目の

キーワード

≪知識・理解≫ マーケティングリサーチ　マーケティング戦略　ビジネスモデル

≪汎用的技能≫ 課題設定力　仮想思考力　数的分析力

≪態度・志向性≫ リサーチマインド　アントレプレナーシップ アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要

企業や行政とのコラボレーションにより、現実に発生している課題を題材としてPBL（課題解決学習）を行う。学生はチームを組み企業や
行政が抱える問題点を浮き彫りにして、現場のマーケティング担当者や企画開発担当者とマーケティングリサーチなどで協働しながら解
決策を検討する。学生は一般公開されている新聞や雑誌記事や消費者調査、そして企業や行政から任意に提供される内部データベー
スを調査するだけでなく、自ら主体的に行う消費者アンケートや企業や行政へのインタビュー、現場視察などでもデータを収集し分析す
る。考察された課題解決策（事業戦略計画）は仮説発表を経て中間発表として企業や行政に向けてプレゼンテーションされると同時に中
間評価を受ける。

グループディスカッション、グループ
ワーク

授業の
到達目標

自ら課題を発見し、プロジェクトチームで課題解決のプロセスを設計する活動を通して、地域に存在するさまざまな問題の本質を見極める力を得ることを目的とし、課題解決に向け
た事業戦略計画づくりに挑戦する姿勢を身に付ける。講義で知識を得るだけなく、実際に企業や行政と協働し、フィールドワークやケーススタディを通じてビジネスを経験しながら課
題解決に取り組むことで、マーケティングの考え方や分析方法を実践的に応用する能力を修得する。社会の諸問題の解決に積極的、意欲的に取り組み、修得した実践的な知識や
能力を社会に貢献するために、専門性を持ってリーダーシップを発揮できるようになる。

単位認定の要件 評価の合計が60点以上

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
PBL総合実践演習の意義 ―青森県が抱える課題の考察
　予習：(90分)『青森県基本計画2024』（青森県）を読む。
　復習：(90分) 青森県の比較優位な戦略資源を考える。

2
プロジェクトチームの経営理念
　予習：(90分)プロジェクトチームのミッションを考える。
　復習：(90分) プロジェクトが目指す未来についてまとめる。

3
事業コンセプト設計
　予習：(90分)どんな商品（サービス）をつくりたいのかを考える。
　復習：(90分) 事業コンセプトのプレゼンテーションをチーム同士で行う。

4
マーケティング戦略の分析
　予習：(90分)ペルソナをデッサンする。
　復習：(90分) 商品（サービス）のバリュー（価値）を再確認する。

5
事業分析（３Ｃ分析）
　予習：(90分)自分たちのの計画している商品（サービス）の市場動向を調べる。
　復習：(90分) プロジェクトチームの経営資源をピックアップしてまとめる。

6
戦略分析（ＳＷＯＴ分析）
　予習：(90分)自分たちが計画している商品（サービス）の強みと弱みを考える。
　復習：(90分)クロスＳＷＯＴの表を完成させる。

7
イノベーション戦略の分析
　予習：(90分)「新結合」理論を復習する。
　復習：(90分) 事業戦略計画の「過去→現在→未来」の軸をまとめる。

8
事業戦略計画の仮説プレゼンテーション
　予習：(90分)プレゼンテーションのスライド完成。
　復習：(90分)フィートバック評価をまとめる。

9
マーケティングリサーチの計画
　予習：(90分)仮説の評価を受けてマーケティングリサーチをする項目をピックアップする。
　復習：(90分) マーケティングリサーチを実施する。

10
マーケティングリサーチの検証
　予習：(90分)アンケート用紙やインタビュー記録をまとめる。
　復習：(90分) 事業戦略計画の仮説を修正する。

11
事業戦略計画の中間プレゼンテーション
　予習：(90分)プレゼンテーションのスライド完成。
　復習：(90分) フィードバック評価をもとに事業戦略計画を完成させる。

12
販売計画の策定
　予習：(90分)時期、場所、販売促進戦略を考える。
　復習：(90分)売上目標、費用、収益目標を確定する。

13
物流オペレーション計画の策定
　予習：(90分)物流計画をシミュレーションする。
　復習：(90分)物流コストを確定する。

14
販売管理計画の策定
　予習：(90分)販売過程で管理が必要な項目をピックアップする。
　復習：(90分)販売管理EXCELシートをつくる。

15
在庫管理計画の策定
　予習：(90分)在庫管理のリスクを考える。
　復習：(90分)在庫管理EXCELシートをつくる。

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

『日本経済新聞』（日本経済新聞社）　『週刊東洋経済』（東洋経済新報社） 『週刊ダイヤモンド』（ダイヤモンド社）
『週刊エコノミスト』（毎日新聞社）　『Harvard  Business Review（ハーバードビジネスレビュー）』（ダイヤモンド社）

履修上の
注意等

行政職および大手食品メーカーや大手総合商社のマーケティング、商品開発、広報宣伝の各部門を希望する学生は履修することが望ましい。
報道メディアや広告代理店を希望する学生は履修することが望ましい。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無



【4602】 専門教育科目 総合実践系 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

PBL総合実践演習Ⅱ 演習 兼平拓道・市田淳治 3年 後期 フードマネジメント学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 フードコーディネー

ター フードスペシャリスト
フードサイエンティス

ト
食の6次産業化プロ
デューサー(食PRO.)

1 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 50 有

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物

授業内活動 50 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
期末レポートは各グループごとの
事業戦略計画書で提出後に記述
式で評価する。授業内活動はプレ
ゼンテーション発表で終了後口頭
および記述式で評価する。当該科目の

キーワード

≪知識・理解≫ マーケティングリサーチ　マーケティング戦略　ビジネスモデル

≪汎用的技能≫ 課題設定力　仮想思考力　数的分析力

≪態度・志向性≫ リサーチマインド　アントレプレナーシップ アクティブラーニングの有無
(内容)

有

授業概要

企業や行政とのコラボレーションにより、現実に発生している課題を題材としてPBL（課題解決学習）を行う。解決策の中間発表を受けて
最終発表に向けて解決策のブラッシュアップを図る。企業や行政の第一線で活躍する専門家とのマーケティングコミュニケーションによ
り、マーケティングの基本的な考え方、分析手法の実践的技能を習得し、フィールドワークやケーススタディを通じて理解を深める。期末
には企業や行政が直面する課題解決策（事業戦略計画）を最終発表し「提案書」として最終評価を受ける。学生は企業や自治体で実際
に行われているようなマーケティング活動を疑似体験することができ、実践的なマーケティング課題について、自分なりの問題の発見方
法や解決策を導く能力を修得できる学習プログラムである。

グループディスカッション、グループ
ワーク

授業の
到達目標

自ら課題を発見し、プロジェクトチームで課題解決のプロセスを設計する活動を通して、地域に存在するさまざまな問題の本質を見極める力を得ることを目的とし、課題解決に向け
た事業戦略計画づくりに挑戦する姿勢を身に付ける。講義で知識を得るだけなく、実際に企業や行政と協働し、フィールドワークやケーススタディを通じてビジネスを経験しながら課
題解決に取り組むことで、マーケティングの考え方や分析方法を実践的に応用する能力を修得する。社会の諸問題の解決に積極的、意欲的に取り組み、修得した実践的な知識や
能力を社会に貢献するために、専門性を持ってリーダーシップを発揮できるようになる。

単位認定の要件 評価の合計が60点以上

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
ストアオペレーション
　予習：(90分)開店準備から開店などの作業の流れをシミュレーションする。
　復習：(90分) 入金と出金業務を再確認する。

2
包装技術の基本と実践
　予習：(90分)普段から自分たちが商品を購入した際の包装を観察する。
　復習：(90分)グループで包装の演習を行う。

3
ディスプレイの計画
　予習：(90分)実際に様々な店舗に行きディスプレイを観察する。
　復習：(90分)ディスプレイの計画をまとめる。

4
小売業のマーケティング戦略
　予習：(90分)1、2年次のマーケティング関連科目の提出レポートを復習する。
　復習：(90分) メーカーと小売業のマーケティング戦略の違いをまとめる。

5
商圏の設定と出店計画
　予習：(90分)普段、自分たちが買い物をするエリアを調べる。
　復習：(90分)出店計画をまとめる。

6
リージョナルプロモーション
　予習：(90分)スーパーなどの小売店の広報宣伝戦略を調べる。
　復習：(90分)チームのプル戦略、プッシュ戦略、プット戦略をまとめる。

7
顧客志向型売場づくりの計画
　予習：(90分)楽しめる売場とはどのようなものかを自分の経験から考える。
　復習：(90分)チームの売場をデザインする。

8
店頭販売のマナー
　予習：(90分)普段、利用している店舗の販売員の行動を観察する。
　復習：(90分)グループで接客のロールプレイングをする。

9
小売業の計数管理
　予習：(90分)1、2年次の財務分析の項目を復習する。
　復習：(90分) 消費税の計算方法を確認する。

10
販売演習（Ⅰ）百貨店
　予習：(90分)販売先の百貨店の担当者とのミーティング
　復習：(90分)販売演習のリフレクション

11
販売演習（Ⅱ）ショッピングセンター
　予習：(90分)販売先のショッピングセンターの担当者とのミーティング
　復習：(90分)販売演習のリフレクション

12
決算書の作成
　予習：(90分)２年次の会計関連科目を復習
　復習：(90分)決算書の完成

13
事業活動の報告（Ⅰ）
　予習：(90分)プレゼンテーションスライドの完成
　復習：(90分)外部評価を取り入れリフレクション

14
事業活動の報告（Ⅱ）
　予習：(90分)プレゼンテーションスライドの完成
　復習：(90分)外部評価を取り入れリフレクション

15
事業活動の報告（Ⅲ）
　予習：(90分)プレゼンテーションスライドの完成
　復習：(90分)外部評価を取り入れリフレクション

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

『日本経済新聞』（日本経済新聞社）　『週刊東洋経済』（東洋経済新報社） 『週刊ダイヤモンド』（ダイヤモンド社）
『週刊エコノミスト』（毎日新聞社）　『Harvard  Business Review（ハーバードビジネスレビュー）』（ダイヤモンド社）

履修上の
注意等

行政職および大手食品メーカーや大手総合商社のマーケティング、商品開発、広報宣伝の各部門を希望する学生は履修することが望ましい。
報道メディアや広告代理店を希望する学生は履修することが望ましい。

実務経験との
関連

実務経験
の有無 無


